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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第67期
第２四半期
連結累計期間

第68期
第２四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 30,223 29,566 68,502

経常利益 (百万円) 1,986 1,045 4,782

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,063 634 2,683

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,059 644 2,627

純資産額 (百万円) 41,795 43,312 43,015

総資産額 (百万円) 76,665 79,154 84,709

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 18.46 11.01 46.57

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 54.0 54.2 50.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,353 △2,348 △5,231

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 524 △625 414

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,035 264 1,898

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 8,538 7,610 10,273

　

回次
第67期
第２四半期
連結会計期間

第68期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.77 12.95

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要を背景に緩やかな景

気回復に向かいつつも、円高の継続、欧州の債務危機や中国の経済成長減速など世界景気の下振れ懸念な

どを背景に先行き不透明なまま推移しました。

　当社グループを取り巻く市場環境は、国内では企業の生産活動の回復に伴い、設備投資も緩やかな持ち

直しの動きがみられますが、生産拠点の統廃合や海外移転の動きは継続しており、また、主たる海外市場

である中国などのアジア地域では、投資の縮小や先進国向け輸出環境の悪化といった景気減速がみえは

じめるなど依然として厳しい状況にあります。

　このような状況のもと、当社グループは引き続き産業全般・海外分野での営業体制を強化し、受注及び

売上の拡大に取り組むとともに、コストダウンなどの収益の改善にも取り組んでまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間は売上高29,566百万円（前年同期比2.2％減）、営業利益1,010百

万円（同51.2％減）、経常利益1,045百万円（同47.4％減）、四半期純利益634百万円（同40.4％減）とな

りました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　また、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの利益(又は損失)の測定方法を変更いたしました。

変更の内容及び影響額につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項(セグメン

ト情報等)」に記載しております。

　

[水処理エンジニアリング事業]

当事業におきましては、国内における震災の復旧対応があった前年同期に比べ、受注は減少しました。

また、一般産業分野を中心に前期からの受注残が売上となった一方で、国内外における設備投資やメンテ

ナンス、改造工事の延期などにより、電子産業分野の売上が減少しました。また、売上の減少に加え、採算

性の低下により、売上高20,253百万円（前年同期比2.3％減）、営業利益556百万円（同51.7％減）となり

ました。
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[機能商品事業]

当事業におきましては、顧客工場の操業度に低下がみられ、事業全般で受注及び売上が低調に推移し、

採算性が低下した結果、売上高9,312百万円（前年同期比2.0％減）、営業利益454百万円（同50.5％減）

となりました。

　
(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ5,555百万円減少し、

79,154百万円になりました。これは主に、現金及び預金2,662百万円及び受取手形及び売掛金2,230百万円

の減少によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ5,852百万円減少し、

35,842百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金5,418百万円の減少によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ296百万円増加し、

43,312百万円になりました。これは主に、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金288百万円の増加による

ものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ2,662百万円減少し、7,610百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、営業活動によって支出された資金は、2,348百万円となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益1,024百万円及び売上債権の減少2,785百万円による資金の増加

に対し、仕入債務の減少5,520百万円による資金の減少があったことによるものであります。（前第２四

半期連結累計期間は4,353百万円の支出）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、投資活動によって支出された資金は、625百万円となりました。こ

れは主に、有形固定資産の取得による支出635百万円によるものであります。（前第２四半期連結累計期

間は524百万円の収入）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、財務活動によって得られた資金は、264百万円となりました。これ

は主に、短期借入金の純増額2,112百万円による資金の増加、長期借入金の返済による支出1,500百万円及

び配当金の支払345百万円によるものであります。（前第２四半期連結累計期間は1,035百万円の支出）

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
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(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は826百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 126,960,000

計 126,960,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 57,949,62757,949,627
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 57,949,62757,949,627― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年９月30日 － 57,949 － 8,225 － 7,508
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(6) 【大株主の状況】

(平成24年９月30日現在)

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東ソー株式会社 東京都港区芝３丁目８番２号 23,877 41.20

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,812 3.13

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,224 2.11

モルガンスタンレーアンドカン
パニーエルエルシー
（常任代理人　モルガン・スタン
レーＭＵＦＧ証券株式会社）

1585 BROADWAY NEW YORK,NEW YORK 10036,
U.S.A.
（東京都渋谷区恵比寿４丁目20番３号）

1,107 1.91

株式会社みずほ銀行
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町１丁目１番５号
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

1,000 1.73

みずほ信託銀行株式会社
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都中央区八重洲１丁目２番１号
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

775 1.34

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 694 1.20

ケービーシー　セキュリティーズ
　エヌブイ　クライアンツ　アカウ
ント　ノン　トリーティー
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店　カストディ業務部）

HAVENLAAN 12,BRUSSELS
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

660 1.14

ノーザン　トラスト　カンパニー
（エイブイエフシー）アカウン
ト　ユーエスエル　ノントリーテ
イ
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店　カストディ業務部）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

524 0.90

ステート　ストリート　バンク　ア
ンド　トラストカンパニー
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店　カストディ業務部）

P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

437 0.75

計 ― 32,112 55.41

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,812千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,224千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 694千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

(平成24年９月30日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 334,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

57,053,000
57,053 ─

単元未満株式 普通株式 562,627 ― ─

発行済株式総数 57,949,627― ―

総株主の議決権 ― 57,053 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式871株が含まれております。

２  「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）

含まれております。

　
② 【自己株式等】

(平成24年９月30日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オルガノ株式会社

東京都江東区
新砂１丁目２番８号

334,000― 334,000 0.58

計 ― 334,000― 334,000 0.58

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,273 7,610

受取手形及び売掛金 ※2
 29,246

※2
 27,016

リース投資資産 8,400 8,138

商品及び製品 3,881 3,928

仕掛品 4,283 4,950

原材料及び貯蔵品 877 981

繰延税金資産 833 846

その他 2,190 1,250

貸倒引当金 △98 △128

流動資産合計 59,888 54,593

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 17,309 17,381

減価償却累計額 △9,697 △9,949

建物及び構築物（純額） 7,612 7,431

機械装置及び運搬具 4,821 4,894

減価償却累計額 △4,018 △4,064

機械装置及び運搬具（純額） 802 829

土地 12,489 12,490

建設仮勘定 37 51

その他 3,833 3,923

減価償却累計額 △3,186 △3,264

その他（純額） 647 658

有形固定資産合計 21,589 21,460

無形固定資産 380 343

投資その他の資産

投資有価証券 846 799

繰延税金資産 1,610 1,625

その他 734 678

貸倒引当金 △339 △347

投資その他の資産合計 2,851 2,755

固定資産合計 24,821 24,560

資産合計 84,709 79,154
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 18,118

※2
 12,699

短期借入金 7,134 9,098

未払法人税等 1,186 302

前受金 705 1,241

繰延税金負債 1 5

賞与引当金 968 966

製品保証引当金 139 136

工事損失引当金 150 108

災害損失引当金 24 －

その他 2,449 1,744

流動負債合計 30,879 26,303

固定負債

長期借入金 6,753 5,403

繰延税金負債 0 0

退職給付引当金 3,953 4,007

その他 107 127

固定負債合計 10,814 9,538

負債合計 41,694 35,842

純資産の部

株主資本

資本金 8,225 8,225

資本剰余金 7,508 7,508

利益剰余金 27,508 27,796

自己株式 △321 △323

株主資本合計 42,920 43,206

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 107 78

繰延ヘッジ損益 2 △0

為替換算調整勘定 △359 △345

その他の包括利益累計額合計 △250 △267

少数株主持分 345 372

純資産合計 43,015 43,312

負債純資産合計 84,709 79,154
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 30,223 29,566

売上原価 21,682 21,979

売上総利益 8,540 7,587

販売費及び一般管理費 ※1
 6,469

※1
 6,576

営業利益 2,071 1,010

営業外収益

受取利息 17 14

受取配当金 19 9

固定資産賃貸料 16 15

為替差益 － 43

その他 29 55

営業外収益合計 82 139

営業外費用

支払利息 63 66

為替差損 26 －

持分法による投資損失 54 28

その他 22 9

営業外費用合計 166 104

経常利益 1,986 1,045

特別利益

投資有価証券売却益 7 －

その他 1 －

特別利益合計 8 －

特別損失

固定資産廃棄損 2 3

投資有価証券評価損 － 10

施設利用権評価損 － 6

貸倒引当金繰入額 32 －

特別損失合計 35 20

税金等調整前四半期純利益 1,959 1,024

法人税等 871 367

少数株主損益調整前四半期純利益 1,088 657

少数株主利益 24 23

四半期純利益 1,063 634
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,088 657

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △52 △27

繰延ヘッジ損益 △2 △3

為替換算調整勘定 27 18

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △1

その他の包括利益合計 △28 △13

四半期包括利益 1,059 644

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,030 616

少数株主に係る四半期包括利益 29 27
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,959 1,024

減価償却費 562 558

引当金の増減額（△は減少） △495 18

受取利息及び受取配当金 △36 △24

支払利息 63 66

為替差損益（△は益） 2 △37

持分法による投資損益（△は益） 54 28

投資有価証券売却損益（△は益） △7 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 10

固定資産廃棄損 2 3

売上債権の増減額（△は増加） 1,626 2,785

リース投資資産の増減額（△は増加） △3,024 262

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,256 △783

仕入債務の増減額（△は減少） △1,365 △5,520

その他 △1,200 540

小計 △3,114 △1,065

利息及び配当金の受取額 36 24

利息の支払額 △59 △68

法人税等の支払額 △1,215 △1,239

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,353 △2,348

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 586 －

有形固定資産の取得による支出 △850 △635

無形固定資産の取得による支出 △40 △30

投資有価証券の取得による支出 △4 △5

投資有価証券の売却による収入 8 －

貸付けによる支出 △965 △191

貸付金の回収による収入 721 230

土地譲渡契約に伴う手付金等収入 1,065 －

その他 2 5

投資活動によるキャッシュ・フロー 524 △625

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 148 2,112

長期借入金の返済による支出 △802 △1,500

配当金の支払額 △345 △345

少数株主への配当金の支払額 △33 －

その他 △3 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,035 264

現金及び現金同等物に係る換算差額 27 47

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,837 △2,662

現金及び現金同等物の期首残高 13,376 10,273

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 8,538

※1
 7,610
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　この変更による損益への影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規

定により、「中間財務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実

効税率を使用する方法）に準じて計算しております。

　

【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１　保証債務

金融機関からの借入に対して、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

従業員の銀行借入金に

対する保証債務
8百万円 7百万円

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 219百万円 192百万円

支払手形 623百万円 441百万円

　
(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

従業員給与手当・賞与 1,871百万円 1,905百万円

技術研究費 835百万円 826百万円

賞与引当金繰入額 325百万円 385百万円

退職給付引当金繰入額 188百万円 203百万円

貸倒引当金繰入額 2百万円 36百万円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

　　　関係は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 8,710百万円 7,610百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△171百万円 －

現金及び現金同等物 8,538百万円 7,610百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 345 6 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月２日
取締役会

普通株式 345 6 平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 345 6 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月２日
取締役会

普通株式 345 6 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
　 報告セグメント 四半期連結

損益計算書
計上額
 
(注)

水処理エンジ
ニアリング
事業

機能商品
事業

計

　　売上高 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 20,723 9,499 30,223 30,223

(2) セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ―

計 20,723 9,499 30,223 30,223

　　セグメント利益 1,152 918 2,071 2,071

（注）セグメント利益は、営業利益ベースの数値であり、四半期連結損益計算書の営業利益との間に差異はありま

　　せん。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
　 報告セグメント 四半期連結

損益計算書
計上額
 
(注)

水処理エンジ
ニアリング
事業

機能商品
事業

計

　　売上高 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 20,253 9,312 29,566 29,566

(2) セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ―

計 20,253 9,312 29,566 29,566

　　セグメント利益 556 454 1,010 1,010

（注）セグメント利益は、営業利益ベースの数値であり、四半期連結損益計算書の営業利益との間に差異はありま

　　せん。

　
２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、各セグメントの経営実態をより的確に把握できる体制が整ったため、全

社共通営業費用のうち各セグメントへの関連が明確な費用については各セグメントに直接賦課する方法

に変更いたしました。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の配賦方法に基づき作成したものを開示

しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(企業結合等関係)

 該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 18.46円 11.01円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 1,063 634

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,063 634

普通株式の期中平均株式数(千株) 57,624 57,616

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２ 【その他】

第68期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当について、平成24年11月２日開催の取

締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 345百万円

②　１株当たりの金額 6円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月９日

オルガノ株式会社

取締役会  御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    田    信    彦    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    朝    長    義    郎    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    濵    田    　    尊    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオル
ガノ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オルガノ株式会社及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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